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東日本大震災 現地 NPO 応援基金［緊急助成］ 

新型コロナウイルスの影響を受ける現地 NPO 支援助成 報告書 

 

１ 助成の趣旨 

「東日本大震災現地 NPO 応援基金[緊急助成] 新型コロナウイルスの影響を受ける

現地 NPO 支援助成」（以下、本プログラム）は、東日本大震災の被災者の生活再建に取

り組む現地 NPO が、新型コロナウイルス感染拡大の影響が長期化することで、事業の

継続や資金調達に不安を抱え、存続すら危ぶまれている団体の組織継続を応援します 

 

2 助成の対象となる取り組み 

（1）新型コロナウイルスによる影響で、事業の停止や収入の減少により、支払いが困

難になった固定費等を一時的に補填することで、継続した活動につながる取り組み 

（2）被災者の生活再建のために行う活動の感染予防対策強化を目的に、必要な環境整

備を行う取り組み。 

 

3 助成金額と期間 

助成期間：2020 年 6 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日 

助成対象件数：13 件 

助成総額：581 万円 
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新型コロナウイルスの影響を受ける現地 NPO 支援助成 選考委員 

 

萩原 なつ子（座長） 認定特定非営利活動法人日本NPOセンター 代表理事 

栗田 暢之 認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード 代表理事 

山岡 義典 特定非営利活動法人市民社会創造ファンド 理事長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 助成先団体 

No 団体名 所在地 
助成額 

（万円） 

1 一般社団法人三陸ひとつなぎ自然学校 岩手県釜石市 50 

2 特定非営利活動法人エムジョイ 岩手県宮古市 48 

3 一般社団法人おらが大槌夢広場 岩手県大槌町 50 

4 特定非営利活動法人パクト 岩手県陸前高田市 50 

5 一般社団法人プレーワーカーズ 宮城県気仙沼市 43 

6 特定非営利活動法人にじいろクレヨン 宮城県石巻市 50 

7 一般社団法人日本カーシェアリング協会 宮城県石巻市 26 

8 特定非営利活動法人石巻復興支援ネットワーク 宮城県石巻市 50 

9 一般社団法人ワタママスマイル 宮城県石巻市 50 

10 特定非営利活動法人故郷まちづくりナイン・タウン 宮城県登米市 50 

11 一般社団法人復興みなさん会 宮城県南三陸町 20 

12 特定非営利活動法人元気になろう福島 福島県双葉郡 48 

13 特定非営利活動法人コーヒータイム 福島県二本松市 46 

 

※助成先団体は、日本NPOセンターが実施する東日本大震災の支援事業のいずれかのプロ

グラムで支援対象となった団体を対象に実施し、2020年 6月 8日～6月 19日までに応募

のあった団体を対象に、審査を行い助成が決定したもの。 

審査会では審査基準である「影響度」「緊急度」「計画性」を基に総合的に判断し、助成先

を決定しました。 

http://watamamasmile.org/


6 助成先団体の背景 

 助成先団体の多くが自主事業で自立の努力をしてきた団体で、新型コロナウイルス感染

拡大の影響を受け、収入源である集合型のイベント開催が困難になったほか、修学旅行や社

員研修などが軒並みキャンセルとなるなど大幅な減収となっていました。 

 また、持続化給付金などの公的支援の基準に達しないため、人件費や固定費の支払いがま

まならず、団体そのものの存続が危ぶまれる事態となっていました。 

 

7 得られた効果 

 今回の助成を受けることで、すべての団体が 2020 年 9 月以降、感染症対策をとりなが

ら、活動を再開することができ、次のような成果が見られました。 

・コロナ禍でも活動を断念することなく支援活動を継続することができた。 

また、活動の様子を地元紙に取り上げていただいたことで、地域の方々や企業からの支援

にもつながった。 

・従来から整備していた安全マニュアルのほかに、専門家の助言を受けながら感染症対策マ

ニュアルを作成し、運用することで利用者の不安軽減につなげることができた。 

・組織運営にクラウドやチャットアプリを導入するなどオンライン化を進めることで、大部

分の業務をリモートで行うことができるようになり、業務の効率化につながった。 

・オンライン環境を整備することで語り部ガイドや震災学習ワークショップをオンライン

で行うことが可能になった。 

・感染症対策の資器材を購入し、利用者が安心して利用できる環境の整備を行うことで継続

して支援活動を行うことができたほか、新たな利用者獲得につながった。 

 

新型コロナウイルスの終息が見えない中、現地で活動するNPOへの影響はこれからもつ

づくことが予想されます。引き続き新型コロナウイルスの影響を注視し、状況に応じて復興

支援を行うＮＰＯへの支援の継続をしてまいります。 


